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日
本
に
お
け
る
社
会
教
育
施
設
の
歴
史
と
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
― 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
影
響
下
に
お
け
る
教
育
観
に
注
目
し
て 

―

田
中 
梨
枝
子

は
じ
め
に

　
本
研
究
は
、
戦
後
日
本
の
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
地
域
の
芸
術
・
文
化
拠
点
形
成
を
め

ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
と
実
践
事
例
を
ふ
ま
え
て
究
明
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
調
査
報
告
は
、
研
究
の
基
礎
と
な
る
文
献
調
査
で
あ
り
、
日
本
に
於
け
る
社
会
教
育

施
設
の
歴
史
を
、
博
物
館
・
図
書
館
・
公
民
館
に
即
し
て
ま
と
め
る
。
中
で
も
戦
後
ア
メ
リ

カ
の
影
響
下
で
成
立
し
た
社
会
教
育
法
と
各
施
設
に
お
け
る
教
育
観
の
変
遷
に
注
目
し
、
地

域
に
お
け
る
各
社
会
教
育
施
設
の
役
割
と
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
本
調
査
報
告
の
次
の
展
開
と
し
て
、
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
普
及
事
業
の
歴
史
に

つ
い
て
概
観
す
る
。
特
に
一
九
九
八
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
、
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
か
ら

施
行
さ
れ
た
完
全
学
校
週
五
日
制
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
新
設
に
伴
う
美
術
館
や

図
書
館
へ
の
影
響
と
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た

美
術
館
、
博
物
館
、
図
書
館
、
公
民
館
の
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
注
目
し
て
文
献
調
査
を

行
う
。

　
本
研
究
に
よ
り
、
芸
術
・
文
化
拠
点
形
成
の
た
め
の
教
育
活
動
に
関
し
て
、
人
材
育
成
問

題
や
施
設
連
携
に
よ
る
地
域
資
源
の
再
発
見
と
定
義
、
ま
た
地
域
の
文
化
継
承
の
あ
り
方
を

模
索
し
、
社
会
教
育
施
設
の
市
民
と
芸
術
・
文
化
と
そ
れ
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
の
役
割
を
見

直
す
機
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

一
、
社
会
教
育
施
設
の
変
遷

（
一
）
社
会
教
育
施
設
の
黎
明
期

　「
社
会
教
育
の
制
度
が
学
校
教
育
制
度
と
異
な
る
分
野
と
し
て
、
組
織
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。」 （1）

明
治
政
府
は
欧
米
の
近
代
的
な
文
物

の
制
度
を
取
り
入
れ
て
、
人
民
の
知
識
を
啓
蒙
し
よ
う
と
す
る
文
明
開
化
の
方
策
は
、
重
要

な
施
策
の
一
つ
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
学
校
教
育
制
度
の
急
進
と
歩
み
を
同
じ
く
し
て
、

学
校
以
外
の
方
法
に
よ
る
一
般
人
民
の
知
識
の
開
明
に
つ
い
て
も
、
大
い
に
注
目
し
て
い
た
。

海
外
の
事
情
か
ら
、
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
教
育
状
況
を
視
察
し
た
人
々
は
、
学
校
の
ほ

か
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
設
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
日
本
に
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
中
で

政
府
が
特
に
目
を
向
け
た
の
が
欧
米
に
お
け
る
博
物
館
や
図
書
館
施
設
で
、
こ
れ
ら
を
教
育

制
度
の
一
部
と
し
て
運
営
す
る
べ
き
こ
と
を
、
文
部
省
が
教
育
施
策
と
し
て
と
り
あ
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

① 

博
物
館

　
博
物
館
は
図
書
館
と
と
も
に
文
部
省
が
創
立
当
初
か
ら
管
轄
し
て
い
た
施
設
で
あ
り
、
社

会
教
育
史
の
初
頭
を
飾
っ
て
い
る
。「
明
治
三
年
よ
り
政
府
は
、
物
産
局
仮
事
務
所
を
設
け

て
物
産
を
収
集
さ
せ
、
博
物
館
の
基
礎
を
置
い
た
が
、
翌
年
九
月
文
部
省
が
設
置
さ
れ
た
直

後
博
物
局
に
引
き
継
が
れ
た
。」（2） 

こ
れ
を
明
治
五
年
三
月
十
日
海
外
諸
国
の
博
覧
会
に
倣
い
、

我
が
国
で
も
博
覧
会
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。
当
時
は
多
く
の
人
々
に
産
業
文
化
に
関
す
る
啓

も
う
を
行
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
の
博
物
館
経
営
に
熱
心
に
携
わ
っ
た
の
が
田
中

不
二
麻
呂
（
一
八
四
五
―
一
九
〇
九
）
で
あ
り
、書
籍
館
あ
る
い
は
教
育
博
物
館
の
創
設
に
も
尽
力

し
た
。
海
外
諸
国
の
教
育
制
度
の
実
情
に
も
詳
し
か
っ
た
田
中
は
、
欧
米
巡
業
中
か
ら
社
会

教
育
や
学
芸
に
関
す
る
行
政
方
策
、
さ
ら
に
そ
の
た
め
の
施
設
等
に
も
着
眼
し
て
い
た
と
さ

れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
時
博
覧
会
事
務
局
に
合
併
さ
れ
て
い
た
博
物
館
を
再
び
文
部
省

に
移
管
し
、
明
治
八
年
四
月
八
日
東
京
博
物
館
と
改
称
し
、
恒
久
化
し
た
社
会
教
育
施
設
の

一
つ
と
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
博
物
館
は
最
初
湯
島
聖
堂
の
か
た
わ
ら
に
置
か
れ
て

い
た
が
、
翌
年
上
野
に
新
し
く
学
術
博
物
館
を
建
築
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

十
年
一
月
こ
の
地
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
教
育
博
物
館
と
名
を
改
め
た
。
ま
た
東
京
以

外
に
も
、
大
阪
・
京
都
・
金
沢
・
秋
田
の
諸
地
域
に
も
府
県
立
の
博
物
館
が
創
立
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

② 

図
書
館

　
文
部
省
は
明
治
五
年
四
月
、
書
籍
館
を
博
物
局
内
に
創
設
し
一
般
公
開
し
た
。
文
部
省
が

率
先
し
て
書
籍
館
を
開
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
知
識
を
得
よ
う
と
す
る
一
般
の
機
運
を
盛

り
上
げ
た
。
そ
の
他
民
間
の
手
に
よ
っ
て
京
都
集
書
院
が
開
設
、
新
聞
縦
覧
所
が
各
地
に
開

か
れ
る
な
ど
、
図
書
館
施
設
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
博
物
館
お
よ
び
書
籍
館
は
明
治
初
年
に
お
け
る
文
明
開
化
の
産
物
で
あ

り
、
最
初
の
社
会
教
育
施
設
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
教
育
課
程
の
中
に
掲
げ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
明
治
五
年
、
学
生
の
中
に
は
社
会
教
育
に
関
す
る
規
定
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し



186

調査報告書［日本における社会教育施設の歴史と変遷 ― 戦後アメリカの影響下における教育観に注目して ―］田中 梨枝子

京都造形芸術大学 紀要［GENESIS］第21号

れ
ら
の
三
つ
が
主
要
な
内
容
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
通
俗
教
育
が

し
だ
い
に
振
興
さ
れ
る
際
に
、
こ
れ
ら
の
諸
内
容
が
主
要
な
分
野
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
正
二
年
六
月
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
審
議
す
る
機
関
が
な
く
な

っ
た
が
、「
通
俗
図
書
館
認
定
規
程
」
お
よ
び
「
幻
燈
映
画
及
活
動
写
真
フ
ィ
ル
ム
認
定
規

程
」
を
設
け
、
従
来
の
よ
う
に
書
籍
お
よ
び
娯
楽
施
設
に
関
す
る
改
善
に
指
示
を
与
え
た
の

で
あ
る
。
な
お
「
こ
の
廃
止
と
同
時
に
、
文
部
省
分
課
規
程
を
改
正
し
、
図
書
館
・
博
物
館
・

通
俗
教
育
・
教
育
会
に
関
す
る
事
務
は
普
通
学
務
局
第
三
課
に
お
い
て
一
括
し
て
扱
う
こ
と
」（6）

に
な
っ
た
。
こ
こ
に
従
来
別
々
に
な
っ
て
い
た
社
会
教
育
に
関
す
る
行
政
事
務
が
一
体
化
さ

れ
、
明
治
末
年
〜
大
正
五
年
に
か
け
て
、
通
則
教
育
の
進
展
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　「
東
京
教
育
博
物
館
は
、
大
正
三
年
六
月
東
京
高
等
師
範
学
校
に
付
設
さ
れ
た
い
た
も
の

を
、文
部
省
普
通
学
務
局
所
管
と
し
た
も
の
で
、自
然
科
学
お
よ
び
そ
の
応
用
に
関
す
る
参
考

品
と
、
学
校
・
家
庭
・
社
会
教
育
の
参
考
品
を
収
集
し
て
こ
れ
を
公
開
し
た
。
ま
た
そ
こ
に

は
付
属
図
書
館
を
設
置
し
て
普
通
教
育
お
よ
び
通
俗
教
育
に
関
す
る
書
籍
を
集
め
て
閲
覧
に

供
し
て
い
た
。
な
お
東
京
教
育
博
物
館
は
館
外
貸
出
の
方
法
を
も
講
じ
、
広
く
全
国
の
主
要

都
市
に
陳
列
品
を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
特
別
の
展
覧
会
お
よ
び
講
演
会
を
開
催
し
て
、
広

く
一
般
に
教
育
的
な
働
き
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
図
書
認
定
お
よ
び
幻
燈
映
画
、
活
動
写
真
フ

ィ
ル
ム
認
定
等
は
引
き
続
い
て
行
わ
れ
、
読
書
・
娯
楽
指
導
の
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
。
そ

の
他
講
演
会
等
も
開
催
さ
れ
、
通
俗
教
育
の
方
策
を
実
施
す
る
上
に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

た
。」 （7）

大
正
七
年
、臨
時
教
育
会
議
は
通
俗
教
育
の
改
善
に
関
し
、大
正
七
年
十
二
月
、十
一

項
に
わ
た
る
答
申
を
し
て
い
る
。
こ
の
第
一
項
か
ら
四
項
は
通
俗
教
育
の
行
政
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
第
一
項
で
は
広
く
学
校
教
育
以
外
に
お
い
て
施
設
す
べ
き
も
の
と
し
、
諸
官

庁
・
民
間
諸
団
体
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
改
善
を
は
か
り
、
各
方
面
の
人

材
か
ら
な
る
調
査
会
の
必
要
を
述
べ
て
い
た
。
ま
た
第
二
項
以
下
で
は
通
俗
教
育
に
あ
た
る

主
任
館
の
設
置
、
通
俗
教
育
に
あ
た
る
人
材
の
養
成
を
行
う
必
要
を
説
き
、
学
校
と
は
異
な

る
独
自
の
運
営
を
行
う
組
織
と
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
第
五
項
以
下
は
当
時
通
俗
教
育
の
内
容

と
考
え
ら
れ
た
も
の
の
改
善
方
針
の
答
申
が
行
わ
れ
た
。
大
正
七
年
以
降
通
俗
教
育
は
大
い

に
振
興
さ
れ
、
社
会
教
育
の
制
度
な
ら
び
に
行
政
の
整
備
の
機
会
と
な
る
。
大
正
十
年
六
月

に
文
部
省
官
制
の
改
正
の
際
に
は
、
通
俗
教
育
と
い
う
語
を
改
め
て
社
会
教
育
と
し
た
。

　
臨
時
教
育
会
議
の
通
俗
会
議
に
関
す
る
答
申
や
社
会
教
育
行
政
機
構
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、

社
会
教
育
の
施
策
は
い
っ
そ
う
進
展
し
た
。
大
正
十
五
年
一
月
に
図
書
館
認
定
規
程
を
、
ま

か
し
、
社
会
教
育
は
実
際
に
は
文
部
省
が
持
っ
て
い
た
施
設
で
あ
り
、「
十
二
年
教
育
令
の

中
で
、
は
じ
め
て
図
書
館
は
学
校
と
と
も
に
文
部
卿
の
管
轄
下
に
置
か
れ
る
方
針
が
確
立
さ
れ

た
。」（3） 

こ
れ
は
公
立
学
校
と
公
立
書
籍
館
の
発
展
と
が
相
ま
っ
て
、
初
め
て
近
代
教
育
の
進

展
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
も
の
で
、
近
代
的
な
社
会
教
育
施
策
に
関
す
る
見
解
を

示
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
十
三
年
の
改
正
教
育
令
に
お
い
て
も
、
書
籍
館
は
公
私
立
の
別

な
く
学
校
幼
稚
園
と
並
ん
で
文
部
卿
の
監
督
に
あ
る
べ
き
と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
設
置

及
び
廃
止
に
関
し
て
も
規
程
を
設
け
て
、
公
立
の
学
校
、
幼
稚
園
と
同
様
に
府
県
立
の
も
の

は
、
文
部
卿
の
許
可
を
、
町
村
立
及
び
私
立
の
も
の
は
府
県
知
事
・
県
令
の
許
可
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
地
方
で
も
し
だ
い
に
書
籍
館
を
設
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。

（
二
）
通
俗
教
育
の
振
興
―
明
治
か
ら
大
正
期
―

　「
明
治
の
初
頭
か
ら
三
十
年
代
に
至
る
間
の
社
会
教
育
に
関
す
る
施
策
は
、
主
と
し
て
図

書
館
、
博
物
館
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
整
備
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
日
露
戦
争
以
降
、

社
会
教
育
は
本
格
的
な
整
備
の
時
代
を
迎
え
た
。」（4） 
そ
の
第
一
が
通
俗
教
育
の
振
興
策
で
あ

る
。

　
通
俗
教
育
は
明
治
十
八
年
十
二
月
、
学
務
局
第
三
課
は
師
範
学
校
小
学
校
幼
稚
園
及
び
通

俗
教
育
に
係
る
こ
と
を
規
定
さ
れ
た
も
の
の
、
特
に
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
方
策
が
立
て
ら
れ

な
か
っ
た
。
四
十
年
代
の
初
頭
に
な
り
、
社
会
情
勢
の
新
た
な
変
化
や
激
動
化
に
対
処
し
て
、

国
家
の
発
展
に
向
か
っ
て
い
よ
い
よ
通
俗
教
育
の
整
備
を
行
う
に
至
っ
た
。
四
十
四
年
年
五

月
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
を
制
定
、
文
部
大
臣
の
監
督
に
属
し
、
通
俗
教
育
に
関
す
る
講
演

料
あ
る
い
は
材
料
の
収
集
ま
た
は
製
作
を
す
る
こ
と
と
定
め
、
通
俗
教
育
全
般
に
関
す
る
文

教
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
委
員
会
の
任
務
と
し
た
。
調
査
委
員
会
は
三
部
に
分
か
れ
調
査

を
行
う
と
と
も
に
施
設
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。「
第
一
部
は
読
み
物
の
編

集
と
懸
賞
募
集
な
ら
び
に
通
俗
図
書
館
・
巡
回
文
庫
・
展
覧
会
事
業
に
関
す
る
事
項
を
、
第

二
部
は
幻
燈
の
映
画
お
よ
び
活
動
フ
ィ
ル
ム
の
選
定
・
調
製
・
説
明
書
の
編
集
等
に
関
す
る

事
項
を
、
第
三
部
で
は
講
演
会
に
関
す
る
事
項
な
ら
び
に
講
演
資
料
の
編
集
お
よ
び
そ
の
他

を
そ
れ
ぞ
れ
つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
し
た
。」（5） 

　
こ
れ
に
よ
り
当
時
通
俗
教
育
と
し
て
教
育
行
政
の
一
部
に
加
え
ら
れ
た
も
の
が
、
書
籍
お

よ
び
図
書
館
・
文
庫
・
展
覧
会
の
よ
う
な
観
覧
施
設
に
属
す
る
も
の
、
幻
燈
・
活
動
写
真
の
よ

う
な
娯
楽
施
設
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
、
お
よ
び
講
演
会
に
関
す
る
こ
と
が
で
あ
っ
て
、
こ
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て
総
司
令
部
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
は
、
総
司
令
部
の
民
間
情
報
局

（
以
下
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
と
文
部
省
の
協
議
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
文
部
省
の

教
育
方
策
に
つ
い
て
の
助
言
・
協
力
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
背
後
に
お
い
て
大
き
な
力
を

持
っ
て
い
た
。
占
領
解
除
と
な
る
ま
で
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
助
言
・
指
導
な
く
し
て
教
育
関
係
法
案

は
勿
論
、
実
施
の
方
法
も
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
は
ア
メ
リ
カ
教
育

界
の
専
門
家
が
多
数
来
日
し
て
、
業
務
を
分
担
し
て
い
た
。
一
方
、
米
国
教
育
使
節
団
の
来

日
が
決
定
し
た
時
、
総
司
令
部
は
日
本
側
の
教
育
家
委
員
会
の
結
成
と
協
力
を
求
め
た
。
こ

れ
を
受
け
内
閣
は
教
育
刷
新
委
員
会
を
設
け
、
二
十
一
年
九
月
に
総
会
を
開
き
審
議
を
開
始

し
た
。
こ
の
委
員
会
に
お
い
て
戦
後
教
育
改
革
の
基
本
と
な
っ
た
諸
方
策
は
決
定
さ
れ
、
改

革
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
委
員
会
は
文
部
省
か
ら

委
員
は
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
連
絡
調
整
委
員
会
を
経
由
す
る
と
い
っ
た
、
教
育
施
策
を
決
定

す
る
に
は
異
例
な
委
員
会
と
い
っ
た
性
質
を
も
っ
て
い
た
。「
こ
う
し
た
事
情
か
ら
占
領
下
の

教
育
改
革
は
日
本
が
進
め
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
、
従
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
別
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
」 （10）

と
さ
れ
、
こ
こ
に

戦
後
の
社
会
教
育
の
変
化
に
関
す
る
要
因
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
米
国
使
節
団
は
社
会
教
育
の
振
興
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
後
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
日
本
の
民
主
化
を
進

め
る
方
法
と
し
て
成
人
教
育
の
奨
励
、
図
書
館
の
充
実
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
な
ど
の
改
革
の
方

向
性
を
示
唆
し
た
。
そ
の
際
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
お
い
て
も
社
会
教
育
の
振

興
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
文
部
省
は
学
校
教
育
に
並
ぶ
分
野
と
し
て
社

会
教
育
に
関
す
る
独
自
の
法
制
を
整
備
す
る
必
要
を
感
じ
、
先
述
の
教
育
刷
新
委
員
会
か
ら

の
社
会
教
育
関
係
立
法
の
急
速
な
実
現
を
要
望
す
る
建
議
を
受
け
て
、
社
会
教
育
法
案
の
立

案
作
業
に
着
手
し
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
、「
社
会
教
育
法
」
が
制
定
を
見
る
に
至
っ
た
。

　
社
会
教
育
法
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
社
会
教
育
委
員
、
公
民
館
、
学
校
施
設
の
利
用

及
び
通
信
教
育
な
ど
社
会
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
社
会
教
育
と
社
会
教
育
行
政
と
の
関
係
を

規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
で
初
め
て
社
会
教
育
行
政
に
法
的
根
拠
を
与
え
た
画
期
的

な
法
律
で
あ
っ
た
。
な
お
同
法
で
は
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の
官
公
庁
依
存
の
傾
向
を
是
正

す
る
た
め
、
ノ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
ノ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
原
則
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
社
会

教
育
団
体
の
自
主
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
。
図
書
館
・
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
更
に
詳
細
な

規
定
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、
別
に
そ
れ
ぞ
れ
単
独
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
「
図
書

館
法
」
は
二
十
五
年
に
、「
博
物
館
法
」
は
二
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
。

た
昭
和
五
年
九
月
に
図
書
課
推
薦
規
程
を
定
め
、
こ
れ
ら
の
法
規
に
基
づ
い
て
、
社
会
教
育

上
有
益
と
認
め
る
図
書
の
認
定
・
推
薦
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
映
画
等
に
関
し
て
は
、

大
正
十
二
年
五
月
の
活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
幻
燈
映
画
お
よ
び
蓄
音
機
「
レ
コ
ー
ド
」
認

定
規
程
に
よ
っ
て
、
健
全
な
も
の
を
奨
励
し
て
社
会
教
育
に
資
せ
し
め
よ
う
と
し
、
さ
ら
に

十
四
年
五
月
活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
検
閲
規
則
を
定
め
、
検
閲
を
経
な
く
て
は
公
開
で
き

ぬ
よ
う
に
し
た
。
一
方
で
文
部
省
み
ず
か
ら
教
育
に
資
す
べ
き
映
画
を
作
り
、
頒
布
貸
与
す

る
こ
と
も
行
っ
た
。
全
国
の
図
書
館
お
よ
び
東
京
科
学
博
物
館
も
こ
の
間
そ
の
活
動
を
続
け

て
い
た
が
、
昭
和
三
年
三
月
博
物
館
協
会
が
、
五
年
十
一
月
に
社
団
法
人
大
日
本
図
書
館
協

会
が
設
立
さ
れ
た
。

（
三
）
昭
和
期
―
戦
時
下
の
社
会
教
育
―

　
昭
和
時
代
に
入
り
、
戦
時
下
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
社
会
教
育
の
体
制
は
、
戦
時
体
制

に
順
応
し
た
社
会
強
化
と
社
会
教
育
の
体
系
的
整
備
と
い
う
二
つ
の
傾
向
を
見
せ
た
。
文
化

施
設
に
つ
い
て
は
、「
時
局
下
に
留
意
す
べ
き
事
項
を
示
し
た
上
で
、
図
書
館
の
進
行
、
図
書

推
薦
、
出
版
指
導
の
強
化
、
博
物
館
の
普
及
・
充
実
、
映
画
・
演
劇
・
音
楽
・
放
送
そ
の
他

各
種
文
化
施
設
の
整
備
と
利
用
に
つ
い
て
そ
の
方
向
を
示
し
た
。」（8） 

公
共
図
書
館
に
つ
い
て

は
積
極
的
活
動
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
立
中
央
図
書
館
の
機
能
が
重
視
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
中
央
図
書
館
は
国
民
精
神
総
動
員
文
庫
・
時
局
文
庫
の
巡
回
・
貸
出
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。
博
物
館
で
は
、
そ
の
科
学
的
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
東

京
科
学
博
物
館
は
十
五
年
十
一
月
官
制
を
改
正
し
、
自
然
科
学
に
関
す
る
研
究
及
び
事
業
に

主
力
を
置
く
博
物
舘
に
改
組
さ
れ
た
。
し
か
し
戦
時
下
に
お
け
る
博
物
舘
の
運
営
は
困
難
で

あ
る
と
の
事
情
も
あ
り
、
活
発
な
活
動
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

（
四
）
戦
後
の
社
会
教
育

　
昭
和
二
十
年
八
月
終
戦
に
よ
り
日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
。
昭
和
二
十
七

年
の
平
和
条
約
の
成
立
に
よ
り
独
立
す
る
ま
で
の
期
間
、
各
分
野
に
渡
り
改
革
が
実
施
さ
れ

る
中
、
教
育
改
革
は
特
に
重
要
な
も
の
の
一
つ
と
見
ら
れ
て
い
た
。
戦
後
の
教
育
改
革
は
占

領
政
策
の
一
部
で
あ
り
、常
時
の
改
革
と
同
様
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
昭
和
二
十
年
九

月
、文
部
省
が
示
し
た
『
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針
』
が
教
育
改
革
の
出
発
点
と
な
っ
た
。」（9） 

教
育
改
革
に
お
い
て
は
、
総
司
令
部
が
本
国
へ
教
育
使
節
団
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
使
節
団

は
昭
和
二
十
一
年
三
月
に
日
本
に
到
着
し
、
教
育
改
革
の
基
本
方
策
を
ま
と
め
報
告
書
と
し
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な
事
例
と
し
て
博
物
館
に
は
登
録
制
度
が
あ
る
。
法
律
上
の
博
物
館
は
、
こ
の
登
録
を
受
け

た
博
物
館
を
さ
す
。
博
物
館
法
の
定
義
で
は
、
博
物
館
は
博
物
館
法
第
二
条
に
お
い
て
「
歴

史
、
芸
術
、
民
俗
、
産
業
、
自
然
科
学
等
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
、
展
示
し
て

教
育
的
配
慮
の
下
に
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
す
る
調
査

研
究
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
」
と
示
さ
れ
る
。
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
博
物
館

に
は
、
そ
の
基
本
機
能
で
あ
る
資
料
の
収
集
や
保
管
、
調
査
研
究
、
展
示
を
総
合
的
に
と
ら

え
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
展
開
す
る
か
が
未
定
義
で
あ
る
。
博
物
館
教
育
に
つ
い
て
は
昭
和

二
十
八
年
に
出
版
さ
れ
た
「
博
物
館
教
育
」
に
よ
っ
て
欧
米
の
博
物
館
論
を
紹
介
す
る
か
た

ち
で
教
育
機
関
と
し
て
の
側
面
を
強
調
し
た
博
物
館
の
あ
り
方
が
紹
介
さ
れ
た
。
日
本
の
制

度
で
は
、
博
物
館
は
人
々
の
共
有
財
産
に
な
り
得
る
資
料
が
専
門
家
に
よ
る
検
討
を
通
し
て

収
集
さ
れ
、
そ
の
資
料
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
人
々
に
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
意

図
す
る
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
展
示
や
教
育
普
及
活
動
を
博
物
館
教
育
と
い
う
場
合
、
そ
の
内
容
や
方
法
は
、
学
校
教
育

と
異
な
り
、利
用
者
の
興
味
や
関
心
か
ら
影
響
を
受
け
な
が
ら
決
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。」（12） 

博
物
館
教
育
で
は
、
学
習
す
る
べ
き
内
容
や
そ
の
順
序
が
、
小
学
校
や
中
学
校
の
義
務
教
育

課
程
の
よ
う
に
、
国
の
制
度
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
二
）
図
書
館

　
昭
和
二
十
四
年
に
公
布
さ
れ
た
社
会
教
育
法
第
九
条
に
「
図
書
館
及
び
博
物
館
は
、
社
会

教
育
の
た
め
の
機
関
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
条
文
の
図
書
館
は
公
共
図
書
館
を
示
す
。
本

論
に
お
い
て
も
以
下
公
共
図
書
館
に
つ
い
て
の
役
割
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

戦
後
図
書
館
法
の
成
立
に
よ
り
、
新
し
い
図
書
館
の
在
り
方
が
具
体
性
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
。

同
法
で
は
そ
れ
を
「
図
書
館
奉
仕
」
と
し
て
第
三
条
に
八
項
目
を
挙
げ
規
定
し
て
い
る
。「
図

書
館
奉
仕
」
は
戦
後
、ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
た
翻
訳
語
で
あ
り
、新
し
い
図
書
館
の
あ
り

方
を
端
的
に
表
現
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
従
来
の
地
域
住
民
と
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
持

た
な
い
図
書
館
活
動
、
お
役
所
的
あ
り
方
に
対
し
、
地
域
住
民
の
生
活
の
中
に
あ
っ
て
、
ま

さ
に
「
奉
仕
」
の
姿
勢
で
、
彼
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
応
じ
う
る
よ
う
な
体
制
で
図
書
館

活
動
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
次
の
三
点
は
戦
後
の
図
書
館

活
動
が
目
指
し
た
方
向
性
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。「（
一
）
地
域
住
民
の
資
料
・
情
報
に
対
す
る

多
様
な
要
求
に
応
じ
、
ま
た
か
れ
ら
の
「
知
る
権
利
」
を
保
証
す
る
地
域
の
資
料
・
情
報
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
。（
二
）
そ
れ
ら
資
料
・
情
報
の
活
用
に
あ
っ
て
は
、
利
用

　
戦
後
の
社
会
教
育
行
政
は
、
国
民
が
自
主
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
醸
成
し
、
条

件
を
整
備
す
る
こ
と
を
最
大
の
任
務
と
し
た
の
で
、
社
会
教
育
施
設
の
充
実
・
整
備
は
そ
の

た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。「
そ
の
中
で
も
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
た
の
は

公
民
館
で
あ
る
。」（11） 

公
民
館
は
、
我
が
国
独
自
の
構
想
に
よ
り
、
文
部
省
が
提
唱
し
て
そ
の

設
置
を
奨
励
し
た
総
合
的
な
社
会
教
育
施
設
で
あ
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
も
支
持
を
受
け
て
、
全

国
的
に
普
及
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
六
月
、「
社
会
教
育
法
」
公
布
の
時
点
に
お
い
て
、
当
時

の
市
町
村
数
一
万
余
の
う
ち
実
に
四
〇
〇
〇
余
の
市
町
村
が
既
に
公
民
館
を
設
置
し
て
い
た
。

た
だ
、
当
時
は
厳
し
い
地
方
財
政
の
窮
迫
や
資
材
の
不
足
等
の
中
に
あ
っ
て
、
施
設
を
持
つ

こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
活
動
そ
の
も
の
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
置
か
れ
、
二
十
五
年
現
在
で
な
お
公

民
館
の
半
数
が
独
立
し
た
施
設
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
社
会
教
育
法
の

制
定
に
よ
り
公
民
館
の
運
営
に
国
庫
補
助
の
道
が
開
か
れ
、
漸
次
施
設
の
設
置
、
職
員
や
設

備
の
充
実
が
進
め
ら
れ
た
。

　
図
書
館
、
博
物
館
は
、
公
民
館
に
比
べ
る
と
、
い
ず
れ
も
長
い
歴
史
的
沿
革
を
持
つ
専
門

的
施
設
で
あ
る
が
、
戦
禍
を
受
け
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
上
に
、
復
旧
も
遅
れ
が
ち
で

あ
っ
た
。
二
十
五
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
図
書
館
法
に
お
い
て
は
、
図
書
館
の
在
り
方
を
従

来
の
保
存
、
管
理
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
静
的
な
も
の
か
ら
、
積
極
的
に
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
図
る
動
的
な
も
の
へ
移
行
さ
せ
、
さ
ら
に
、
司
書
、
司
書
補
の
専
門
職
制
の
確
立
、
公

立
図
書
館
に
対
す
る
国
庫
補
助
、
公
立
図
書
館
の
無
料
公
開
、
私
立
図
書
館
の
独
自
性
の
尊

重
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
他
方
、
二
十
六
年
十
二
月
に
公
布
さ
れ
た
博
物
館
法
は
、
歴
史
・

民
俗
・
科
学
・
郷
土
な
ど
の
ほ
か
に
、
天
文
館
・
美
術
館
・
宝
物
館
・
動
植
物
園
・
水
族
館

な
ど
も
博
物
館
の
中
に
包
含
し
、
そ
れ
ら
博
物
館
の
動
的
な
教
育
的
機
能
を
明
示
す
る
と
と

も
に
、
専
門
的
職
員
と
し
て
の
学
芸
員
の
設
置
、
公
立
博
物
館
に
対
す
る
国
庫
補
助
な
ど
を

規
定
し
た
。

二
、
戦
後
、
社
会
教
育
各
施
設
に
期
待
さ
れ
た
役
割

（
一
）
博
物
館

　
社
会
教
育
法
は
第
九
条
で
博
物
館
を
社
会
教
育
の
た
め
の
機
関
と
位
置
づ
け
、
社
会
教
育

法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
博
物
館
法
で
は
、
博
物
館
で
収
集
さ
れ
た
資
料
が
研
究
を
と
お

し
て
広
く
公
開
さ
れ
教
育
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
博
物
館
法
第
三
条
及
び
四
条
に
お

い
て
は
、
そ
の
活
動
が
専
門
的
職
員
で
あ
る
学
芸
員
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
的

な
条
件
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、他
の
社
会
教
育
施
設
と
の
比
較
に
お
い
て
特
殊
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町
村
そ
の
他
一
定
区
域
内
の
住
民
の
た
め
に
」
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
、
さ
ら
に
第

二
十
一
条
で
市
町
村
な
し
民
法
第
三
十
四
条
で
規
定
さ
れ
る
法
人
（
公
益
法
人
）
の
み
が
設
置

で
き
る
と
し
た
。
第
二
十
二
条
で
は
公
民
館
の
事
業
と
し
て
、
各
種
学
級
・
講
座
、
講
演
会
、

講
習
会
等
の
実
施
、
各
種
団
体
や
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
、
施
設
利
用
の
提
供
な
ど
が
主
な

活
動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

三
、
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
活
動
の
現
在

　
社
会
教
育
の
戦
後
の
問
題
は
、
施
設
構
想
と
法
的
整
備
、
そ
し
て
各
市
町
村
へ
社
会
教
育

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
社
会
教
育
施
設

と
し
て
の
図
書
館
・
博
物
館
・
公
民
館
の
歩
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
未
分
化
の
ま
ま
発

展
し
相
互
連
携
の
議
論
に
及
ぶ
の
は
よ
う
や
く
近
年
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
社
会
教
育
の
制

度
が
誕
生
し
て
か
ら
七
十
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
教
育
施
設
は
日
本
の
社
会

情
勢
に
応
じ
た
教
育
機
会
の
提
供
を
使
命
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
歴
史
と
変
遷
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
教
育
観
の
急
激
な
変
換
も
特
徴
的

で
あ
り
、
そ
の
教
育
普
及
の
拠
点
と
な
っ
た
公
民
館
は
も
と
よ
り
、
市
民
へ
の
奉
仕
を
中
心

に
据
え
ら
れ
た
図
書
館
、
収
集
物
の
研
究
成
果
に
よ
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
博
物
館
の
あ

り
方
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
戦
後
の
社
会
教
育
施
設
は
半
ば
強
制
的

に
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
が
独
立
国
家
後
も
、
ハ
ー
ド
面
は
飛
躍
的
に
充
実
す
る

も
、
そ
れ
ら
の
教
育
観
に
つ
い
て
十
分
に
議
論
さ
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
博
物
館
の
専
門
職
員
で
あ
る
学
芸
員
は
、
博
物
館
資
料
に
関
す
る
知
識
や
資
料
を
取
り
扱

う
技
術
を
も
ち
、
資
料
の
収
集
や
調
査
を
通
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
や
展
示
な
ど
、
博

物
館
の
様
々
な
活
動
を
総
合
的
に
行
う
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
博
物
館
法
に
定
め

ら
れ
た
学
芸
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
学
芸
員
の
養
成
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
議
論

が
さ
れ
て
き
た
。
大
規
模
で
比
較
的
分
業
化
が
す
す
ん
だ
欧
米
の
博
物
館
の
学
芸
員
に
対
し

「
雑
芸
員
」
な
ど
と
称
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
近
年
日
本
で
は
、
欧
米
の
分
業
化
に
目
を
向
け
、

博
物
館
教
育
担
当
者
の
質
向
上
を
目
指
す
動
き
も
出
て
き
た
。
こ
れ
は
、
学
芸
員
の
業
務
が

多
岐
に
わ
た
り
、
博
物
館
教
育
に
つ
い
て
展
開
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
で
あ
る
と

も
、
あ
る
い
は
今
日
の
博
物
館
に
対
す
る
来
館
者
の
期
待
が
多
様
化
し
た
こ
と
に
対
応
す
る

専
門
職
の
配
置
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
図
書
館
は
専
門
職
員
で
あ
る
司
書
を
配
置
、無
論
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、司
書

は
教
育
に
対
し
て
何
ら
か
の
専
門
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
一
般
的

者
便
宜
を
図
り
、
そ
の
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を
払
う
。（
三
）
図
書
館
を
魅
力
の
あ
る
、
役

に
立
つ
施
設
に
す
る
。」 （13）

　
以
上
の
よ
う
に
戦
後
図
書
館
は
、
図
書
館
所
在
地
域
に
関
す
る
資
料
・
情
報
に
つ
い
て
は

条
件
が
許
す
限
り
収
集
を
行
い
、
新
し
い
教
育
メ
デ
ィ
ア
・
視
聴
覚
資
料
に
も
十
分
留
意
す

る
必
要
が
あ
り
、
且
つ
そ
れ
ら
を
無
料
で
提
供
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
利
用
の
手
引
と
し

て
の
各
種
目
録
の
配
置
は
も
ち
ろ
ん
、
資
料
・
情
報
に
つ
い
て
豊
か
な
知
識
と
専
門
的
技
術

を
有
す
る
専
門
職
員
を
配
置
し
て
、
利
用
相
談
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
（
参
考
調
査
事

務
）
を
行
う
。
館
外
活
動
と
し
て
は
、
文
館
・
閲
覧
所
・
配
本
所
の
設
置
、
貸
出
文
庫
、
自
動

車
文
庫
な
ど
の
移
動
図
書
館
の
巡
回
を
行
う
。
そ
し
て
、
広
報
や
実
の
あ
る
奉
仕
を
通
し
て

図
書
館
の
有
用
性
を
地
域
住
民
に
広
報
・
普
及
し
、
地
域
住
民
の
足
を
図
書
館
へ
向
か
わ
せ

る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
利
用
者
に
も
地
域
に
も
役
立
つ
施
設
と
な
る
努
力
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

（
三
）
公
民
館

　
公
民
館
は
我
が
国
独
自
の
施
設
で
あ
り
昭
和
二
十
一
年
七
月
文
部
次
官
通
牒
「
公
民
館
の

設
置
運
営
に
つ
い
て
」
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
歴
史
を
歩
み
だ
す
こ
と
と
な
る
。
以
後
、

公
民
館
は
戦
後
の
社
会
教
育
と
と
も
に
生
ま
れ
育
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
通
牒
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
す
べ
て
の
国
民
が
「
自
主
的
に
物
を
考
え
平
和
協
力
的
に
行

動
す
る
習
性
を
養
う
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
機
関
と
し
て
公
民
館
の
町

村
設
置
を
奨
励
し
た
。「
公
民
館
は
『
公
民
学
校
、
図
書
館
、
博
物
館
、
公
会
堂
、
町
村
集
会

所
、
産
業
指
導
所
な
ど
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
文
化
教
養
の
機
関
』
で
あ
り
『
各
団
体
が
相

提
携
し
て
町
村
振
興
の
底
力
を
生
み
出
す
場
所
』
で
も
あ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。」 （14）

こ
の
通
牒
の
実
質
的
な
起
草
者
で
あ
る
寺
中
作
雄
は
、
制
度
の
名

称
と
な
っ
て
い
る
「
公
民
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
自
己
と
社
会
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
正
し
い
自
覚
を
持
ち
、
自
己
の
人
間
と
し
て
の
価
値
を
重
ん
ず
る
と
共
に
、
一

身
の
利
害
を
超
越
し
て
、
相
互
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
公
共
社
会
の
完
成
の
為
に
尽
す
様
な

人
格
を
持
っ
た
人
又
は
其
の
様
な
人
格
た
ら
ん
こ
と
を
求
め
て
努
め
る
人
」（15）
で
あ
る
と
説

明
し
、
そ
の
よ
う
な
人
格
を
統
治
修
養
す
る
場
が
公
民
館
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
集
戦
後
公
共
施
設
の
少
な
さ
、
あ
る
い
は
教
育
行
政
と
一
般
行
政
が
未
分
化
で
あ
っ
た
こ

と
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
は
、社
会
教
育
法
第
二
十
条
に
お
い
て
公
民
館
は「
市
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住
民
の
求
め
る
学
び
、
あ
る
い
は
地
域
の
た
め
の
学
び
の
機
会
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
意
見

交
換
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
今
一
度
各
施
設
の
地
域
の
中
で
の
役
割
分
担

を
地
域
住
民
と
共
有
す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。

　
現
代
の
社
会
教
育
施
設
の
問
題
を
過
去
に
問
う
な
ら
ば
、
戦
後
日
本
の
社
会
教
育
施
設
は

ハ
ー
ド
面
の
整
備
以
外
に
、
人
材
育
成
や
地
域
住
民
の
参
画
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
議
論
が
必
要

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
は
ハ
ー
ド
面
の
拡
張
が
飽
和
状
態

を
迎
え
る
時
期
が
来
る
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
強
引
に
進
め
ら
れ

た
社
会
教
育
施
設
の
改
革
に
、
従
来
の
教
育
と
の
差
異
へ
の
戸
惑
い
と
混
乱
が
あ
っ
た
と
も

想
像
で
き
る
。
戦
後
の
日
本
で
人
々
が
欲
し
た
の
は
教
育
の
機
会
と
場
所
で
あ
っ
て
、
そ
の

教
育
の
内
容
や
在
り
方
に
つ
い
て
の
言
及
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
地
域
文
化
・
人
材
（
住
民
）
の
再
発
見
と
育
成
、
地
域
の
文
化
拠
点
形
成
等
、
今
日
の
社

会
教
育
施
設
が
掲
げ
る
活
動
目
的
は
、
ソ
フ
ト
面
の
活
性
化
と
地
域
に
根
ざ
し
た
長
期
的
な

社
会
教
育
の
在
り
方
を
問
い
、
日
本
社
会
の
未
来
を
見
据
え
て
行
う
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　
著
者
の
関
心
は
、
学
芸
員
と
し
て
実
務
に
携
わ
る
中
で
、
美
術
館
が
地
域
の
社
会
教
育
の

場
と
し
て
充
分
機
能
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
へ
の
疑
問
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
学
校
教
育
と

博
物
館
教
育
と
の
乖
離
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
学
芸
員
が
教
育
に
関
す
る
専
門
性
を
身
に
つ

け
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
地
域
の
中
で
の
学
芸
員
同
士
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
学
校
教
員

と
の
つ
な
が
り
か
ら
学
び
、
教
育
技
術
の
研
鑽
、
そ
の
結
果
と
し
て
教
育
施
設
と
し
て
の
美

術
館
の
役
割
に
つ
い
て
質
的
研
究
を
行
う
べ
く
、
実
践
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
博
物
館
教
育

の
意
義
と
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
き
た
。
そ
し
て
現
在
、
公
共
図
書
館
司
書
と
し
て
実

務
に
携
わ
り
博
物
館
教
育
と
の
比
較
か
ら
、
改
め
て
現
在
の
地
域
社
会
に
お
け
る
社
会
教
育

の
意
味
を
探
っ
て
い
る
。
図
書
館
と
博
物
館
双
方
の
現
場
を
知
る
に
つ
け
相
互
の
連
携
が
希

薄
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
気
付
き
を
得
た
。
博
物
館
、
図
書
館
、
公
民
館
と
も
に
人
材
育
成

が
急
務
で
あ
る
と
い
う
共
通
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
予
算
削
減
に
伴
う
事
業
費
・
人

件
費
の
大
幅
な
縮
小
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
う
雇
用
の
多
様
化
、
有
期
雇
用
に
よ

る
資
料
情
報
の
保
存
と
引
き
継
ぎ
の
困
難
な
ど
各
施
設
に
共
通
す
る
問
題
は
多
く
、
し
か
も

こ
の
課
題
に
対
す
る
抜
本
的
な
解
決
方
策
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
人
手
不
足
で
あ
る
が
人

材
を
育
て
る
環
境
が
整
え
ら
れ
な
い
事
実
、
そ
れ
は
即
ち
、
地
域
の
知
的
・
文
化
的
資
源
を

保
存
し
、
普
及
す
る
社
会
教
育
活
動
そ
の
も
の
の
危
機
を
示
す
。
近
年
注
目
さ
れ
る
社
会
教

に
司
書
の
専
門
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
と
き
、
教
育
に
関
す
る
専
門
性
の
検
討
は
十
分
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
。
特
に
公
共
図
書
館
は
社
会
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
教
育
に
関
与

す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
代
表
例
が
学
校
図
書
館
に
対
す
る
資
料
の
貸
し
出
し
や
図
書
館
を

活
用
し
た
授
業
の
検
討
及
び
実
施
、
図
書
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
の
学
校
へ
の
出
張
講
座
な
ど
が

あ
る
。
学
校
図
書
館
の
職
員
は
こ
れ
ま
で
、
教
諭
の
充
て
職
で
あ
る
司
書
教
諭
が
配
置
さ
れ

て
き
た
が
、
二
〇
一
四
年
の
学
校
図
書
館
法
改
正
に
よ
り
、
学
校
司
書
が
学
校
図
書
館
の
職

員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
学
校
教
育
に
お
け
る
図
書
館
の
位
置
付
け
の
重

要
性
を
示
し
て
い
る
。
今
日
の
公
共
図
書
館
は
、
文
化
や
情
報
に
関
す
る
機
関
で
あ
り
、
か

つ
教
育
機
関
と
し
て
の
側
面
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
公
民
館
は
と
い
え
ば
、
発
足
当
初
は
、
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
に
代
表
さ
れ
る
各
種
学

級
・
講
座
の
実
施
、
住
民
同
士
の
自
主
的
な
話
し
合
い
を
重
視
す
る
協
同
学
習
の
拠
点
と
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
連
帯
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
り
、
集
団
が
共
有
す
る
地
域
課
題
の

解
決
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
の
工
業
化
と
都
市

化
に
よ
る
就
業
の
多
様
化
や
人
口
の
流
出
と
流
入
規
模
の
増
大
な
ど
に
よ
り
地
域
住
民
の
生

活
意
識
の
同
質
性
は
希
薄
と
な
り
、
学
習
要
求
の
多
様
化
・
高
度
化
・
個
別
化
に
対
応
す
る

べ
く
、
事
業
の
内
容
・
形
態
を
変
化
さ
せ
て
存
続
し
て
き
た
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
が
林
立
し
た

こ
と
を
う
け
、
公
民
館
の
役
割
は
相
対
的
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
現
在
の
社

会
教
育
施
設
の
そ
の
公
共
性
や
運
営
を
考
え
る
上
で
議
論
す
べ
き
制
度
と
し
て
、
二
〇
〇
三

年
六
月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
登
場
し
た
指
定
管
理
者
制
度
の
影
響
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
地
方
自
治
体
の
社
会
教
育
施
設
で
あ
る
、
公
民
館
を
は
じ
め
、
図
書
館
、
博
物

館
、
美
術
館
も
対
象
と
な
っ
た
。
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
功
罪
に
つ
い
て
も
顕
彰
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
公
民
館
に
お
い
て
は
民
間
事

業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
施
設
管
理
へ
の
参
入
に
よ
り
、
行
政
と
地
域
住
民
と
の
結
節
点

で
あ
っ
た
公
民
館
の
性
格
と
機
能
を
弱
め
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
今
日
の
公
民
館
は
地
域

性
に
あ
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
住
民
に
よ
っ
て
再
度
そ
の
役
割
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
近
年M

LA
K

連
携
な
ど
社
会
教
育
施
設
間
の
連
携
事
例
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
現
場
レ
ベ
ル
で
の
連
携
も
含
め
て
現
代
の
社
会
教
育
施
設
の
教
育
活
動
の
課
題
解

決
に
向
け
た
一
つ
の
動
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
を
さ
ら
に
深
め
る
と
す
れ
ば
、
社
会

教
育
施
設
に
共
通
し
た
予
算
削
減
・
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
問
題
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題
と
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主
要
参
考
文
献

文
部
省
『
学
制
百
年
史
（
記
述
編
）』（
一
九
七
二
年
）

小
川
剛
「
第
六
章
公
民
間
、
第
七
章
公
共
図
書
館
『
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
１
０
　
社
会
教

育
』
碓
井
正
久
編
・
海
後
宗
臣
監
修
　（
一
九
七
一
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）

大
木
由
以
「
第
四
章
教
育
機
能
に
注
目
し
た
博
物
館
の
役
割
」『
社
会
教
育
の
施
設
論
―
社
会

教
育
の
空
間
的
展
開
を
考
え
る
―
』鈴
木
眞
理
・
井
上
伸
良
・
大
木
真
徳
編
著（
二
〇
一
五

年
、
学
文
社
）

小
林
真
理
「
第
一
章
　
公
共
施
設
の
課
題
と
指
定
管
理
者
制
度
」『
指
定
管
理
者
制
度
―
文
化

的
公
共
性
を
支
え
る
の
は
誰
か
』
小
林
真
理
編
著
（
二
〇
〇
六
年
、
時
事
通
信
社
）

引
用
文
献

（1）
　
文
部
省
『
学
制
百
年
史
（
記
述
編
）』（
一
九
七
二
年
）
四
〇
四
頁
。（
以
下
『
学
制
百
年

史
（
記
述
編
）』
か
ら
の
引
用
は
「
学
制
百
年
史
」
と
略
す
。）

（2）
　「
学
制
百
年
史
」
四
〇
六
頁

（3）
　「
学
制
百
年
史
」
四
〇
九
頁

（4）
　「
学
制
百
年
史
」
四
一
四
頁

（5）
　「
学
制
百
年
史
」
四
一
五
頁

（6）
　「
学
制
百
年
史
」
一
四
六
頁

（7）
　「
学
制
百
年
史
」
四
一
六
頁

（8）
　「
学
制
百
年
史
」
六
一
一
頁

（9）
　「
学
制
百
年
史
」
三
〇
頁

（10）
　「
学
制
百
年
史
」
三
二
頁

（11）
　「
学
制
百
年
史
」
三
八
頁

（12）
　
大
木
由
以
「
第
四
章
教
育
機
能
に
注
目
し
た
博
物
館
の
役
割
」『
社
会
教
育
の
施
設
論 

―
社
会
教
育
の
空
間
的
展
開
を
考
え
る
―
』（
二
〇
一
五
年
）
五
九
頁
（
以
下
『
社
会
教

育
の
施
設
論
―
社
会
教
育
の
空
間
的
展
開
を
考
え
る
―
』
か
ら
の
引
用
は
「
社
会
教
育

施
設
論
」
と
略
す
。）

（13）
　
小
川
剛
「
第
六
章
公
民
間
、
第
七
章
公
共
図
書
館
『
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
１
０
　
社

会
教
育
』
碓
井
正
久
編
・
海
後
宗
臣
監
修
　（
一
九
七
一
年
）
四
九
七
頁

（14）
　 「
社
会
教
育
施
設
論
」
二
六
頁

（15）
　 「
社
会
教
育
施
設
論
」
二
七
頁

育
施
設
間
の
連
携
は
、
も
ち
ろ
ん
利
用
者
の
教
育
機
会
を
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時

に
現
場
に
携
わ
る
職
員
も
共
に
学
び
成
長
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
事
例
の
積

み
重
ね
に
よ
り
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
社
会
教
育
施
設
職
員
の
教
育
の
充
実
を
図
る
活
動
と

し
て
機
能
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
ま
た
社
会
教
育
施
設
は
資
料
・
人
・
情
報
が
集
積
し
た
学
習
活
動
の
場
で
あ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
社
会
教
育
は
施
設
か
ら
地
域
へ
出
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
が
盛
ん

と
な
り
、
か
つ
情
報
化
社
会
い
お
い
て
は
施
設
に
赴
か
ず
し
て
、
望
む
情
報
を
手
に
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
施
設
外
の
サ
ー
ビ
ス
、
他
の
施
設
と
の
連
携
が
進
め
ば
、
い
ず
れ
は

社
会
教
育
に
建
物
を
必
要
と
し
な
い
時
代
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
実
も
踏
ま
え
れ
ば
、

や
は
り
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
、
人
材
育
成
と
必
要
な
専
門
的
知
識
と
技
術
を
も
つ
職
員

の
養
成
が
重
要
事
項
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
文
化
的
資
源
と
市
民
の
知
的
財
産
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
社
会
教
育
施
設
全
体
で
の
人
材
育
成
お
よ
び
地
域
の
中
で
の
役
割
分
担
が
必

要
で
あ
り
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
は
、
戦
後
に
法
的

整
備
、
施
設
建
設
を
急
速
に
進
め
た
こ
と
で
現
在
の
社
会
教
育
の
輪
郭
が
整
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
従
来
の
施
設
と
の
分
断
で
あ
り
、
本
質
を
問
う
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
こ
と
に

繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
博
物
館
、
図
書
館
は
常
に
欧
米
の
価
値
の
輸
入
に
よ
り
成

立
し
た
施
設
で
あ
る
。
戦
後
さ
ら
に
文
脈
が
分
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
本
質
論
が
問

わ
れ
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
影
響
下
の
社

会
施
設
は
、
ル
ー
ル
を
設
け
な
が
ら
も
利
用
者
の
所
在
が
不
明
瞭
な
ま
ま
運
用
が
進
め
ら
れ

た
。
日
本
は
戦
後
、
経
済
的
発
展
を
遂
げ
た
が
、
文
化
・
芸
術
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
を
モ
デ
ル
と
し
て
ハ
ー
ド
面
は
整
え
ら
れ
た
も
の
の
、
使
い
方
に
つ
い
て
導
入
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
影
響
が
現
在
の
社
会
教
育
施
設
に
お
い
て
利
用
者
・
鑑
賞
者
教
育
の
問
題

に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
社
会
教
育
施
設
の
成
り
立
ち
と
発
展
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
で
、
現
代
の
各
施
設
の
在

り
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
進
む
先
を
問
い
直
し
た
い
。
現
在
の
社
会
教
育
施
設
は
、
戦
後
に

各
法
律
が
成
立
し
て
以
降
、
そ
の
位
置
付
け
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
え
る
。
言
い
か
え

る
と
す
れ
ば
、
各
施
設
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
の
定
義
は
現
在
も
曖
昧
で
あ
り
、
人
材
育
成

や
教
育
分
野
か
ら
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
教
育
施
設

を
地
域
の
中
に
位
置
づ
け
、
現
代
社
会
に
応
じ
た
教
育
機
会
を
考
え
る
た
め
に
本
調
査
を
活

用
し
た
い
。


